
令和２年度第１回番組審議委員会議事録 

 

 

１ 発送年月日 令和２年５月２５日（月） 

         ※今回は新型コロナウィルス感染症対策のためリモート 

          で開催。事前にデータ便または郵送にて資料を送付した。 

２ 委員の出席  

① 委員総数     １０名 

② 出席委員数      １０名（審議資料が返送されてきた委員） 

③ 出席委員     小林慶太郎（四日市大学 教授） 

            矢田敏浩 （（公財）四日市市文化まちづくり財団 

        四日市市文化会館 グループリーダー） 

藤井博光 （ライブハウス フルハウス 元店主） 

大塚徳人 （四日市大学 環境情報学部 学生） 

出口 功 （菰野町スポーツ・文化振興会 事務局長） 

三輪栄子 （元四日市市消防団 サルビア分団分団長） 

原真由美 （民生委員） 

    堀内あかね（菰野町観光協会） 

        笹岡邦清 （暁石鹸株式会社 取締役） 

服部洋明 （メガネの隆明堂 店主） 

④ 放送事業者側出席者氏名  諸岡 太（CTY-FM 局長） 

              山本浩之（CTY-FM チーフディレクター） 

               

３ 議題 

審議番組     番組名   臨時放送「コロナ関連のお知らせ」 

             ※新型コロナウィルス感染症に関する情報や 

              地域の生活情報など一日の動きをまとめて 

       放送日時  ４月２５日～（月～金曜日） 

            ＰＭ５：００頃～ 

              ※約１０分間～３０分間の生放送番組 

              ※放送時間・放送尺は情報量により変化 

    

５ 審議概要  

  CTY-FM局長 諸岡太より新年度の番組審議委員会開催のお知らせと、新型 

 コロナウィルス感染症対策のため、今回の開催は自粛しリモートでの開催の旨

をご説明の文書とともに審議資料音源、審議用紙など一式を発送またはメール 

 にてお送りしました。委員に到着後、ご意見、ご感想などを審議して頂き、 

 ご返送いただきました。以下はその内容をまとめたものです。 

 

７ 審議内容 



  会社：２０２０年４月１６日に新型コロナウィルス感染症の感染拡大を防ぐ 

     ため、国が緊急事態宣言を全国に拡大したことを受け、弊社でも他県 

     からのパーソナリティーの移動が伴う通常編成（番組）が難しくなり 

     ４月２７日から特別編成に移行しました。しかし、地域メディアとし

て市民にその日のニュース・情報をタイムリーにお伝えする責務に応

えるべく、臨時の位置づけで枠を毎日設け、新型コロナウィルス感染

状況やその影響に伴う行政・経済・生活情報を伝えることをコンセプ

トとしました。 

 

番組聴取：  番組名   臨時放送「コロナ関連のお知らせ」 

             ※新型コロナウィルス感染症に関する情報や 

              地域の生活情報など一日の動きをまとめて 

       放送日時  ４月２５日～（月～金曜日） 

            ＰＭ５：００頃～ 

              ※約１０分間～３０分間の生放送番組 

              ※放送時間・放送尺は情報量により変化 

 

委 員： 放送内容が特別定額給付金についての放送でしたが、現在の混雑状 

     況を市の職員と電話でのやり取りの模様からよく把握することが出 

     来て、とても良いと思います。 

  委 員： 書類申請において不備がある場合、その不備の実例などを放送する 

       ととても良いと思います。 

委 員： 書類申請の実例、ありがちな質問などを放送すると、市の職員の仕 

事も軽減するし、給付金の支給の迅速化にも貢献できて良いと思い 

ます。 

  委 員： 放送エリア圏内の閉鎖されている公園などを放送すると、もっと地 

       域に密着した放送になると思います。 

  委 員： 公共施設や商業施設、テーマパークなどの営業状況などはテレビな 

       どでも放送していて知っている方はたくさんいます。あえてそこを 

       地域の放送局が放送しなくてもよいのではないでしょうか。 

委 員： 市議会議員や町議会議員の方々のこの有事での取り組みを紹介して 

     ほしかった。 

委 員： 市や町の現状を伝えるという点では、とても聞きやすく、情報の内 

容を簡潔にまとめてあるので、とても記憶に残って良いです。 

  委 員： アナウンサーのしゃべりのテンポとＢＧＭのテンポが合っていない 

       ため、そちらが気になってしまいます。 

  委 員： 子どもからお年寄りまで。広い範囲の年齢層に聞いていただくこと 

       を考えるとこのくらいのゆっくりしたテンポでも良いと思います。 

  委 員： 地元のコロナ関連の情報は聞きたいと思っていたリスナーはたくさ 

       んいたと思われますので、とても価値のある番組だと思います。 



  委 員： 番組の構成上ですが、情報を伝えているのか、インタビューで誰か 

       と話しているのか、リスナーへの問いかけなのかわかりづらかった 

       と思います。 

委 員： 情報番組なので仕方のないことですが、もう少しメリハリのあって 

     もよかったのではないでしょうか。 

  委 員： コンパクトな時間の中に内容がたくさん詰まった、濃密な番組だと 

       思います。 

  委 員： この地域の住民目線のとても有益な番組だと思います。 

  委 員： パーソナリティーの落ち着いた番組進行やＢＧＭ、個性的な楽曲の 

       選曲など、個人的にはとても聞き心地の良い番組だと思います。  

  委 員： 番組の細かな内容はもとより、地元の情報を細かく伝えていること 

       で、なにかしらホッとできる時間だと思います。 

  委 員： コロナ禍という“有事”の中で、鬱々とした気分を少しでも晴れ晴 

       れとさせてれる番組だと思います。 

  委 員： コロナ関連の話題ばかりではなく、頻発する地震の件についても触

れていることに好感がもてます。コロナばかりではなく、自然災害

にも注意喚起する姿勢がとても良いと思います。 

  委 員： 通常のレギュラー番組が放送をお休みせざるを得ない中、イレギュ 

ラーな形であってもこういう番組があることはありがたいと思いま 

す。 

  委 員： コロナに限らず、今後想定されている大地震や大規模災害の際にも 

       こういう形で地域の情報を放送してももらえることを望みます。 

 

会社：貴重なご意見をたくさんありがとうございました。まだまだご意見 

があろうかとは思います。また、ご意見やご感想などがございまし 

たらその都度、ご教授いただきたく存じます。今回はリモート開催 

ご協力いただきありがとうございました。 

 

次回開催日 令和２年７月にリモート開催を予定 

 

８ 審議会の答申などに対してとった処置 

 

９ 記事の公示 

     CTY-FMホームページにて公示 


